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(57)【要約】
　本発明に係る液晶表示装置（１００）は、液晶表示パ
ネル（１１０）に表示されるフレーム画像が複数回切り
替わる間に、液晶表示パネル（１１０）における全ての
画素の電極に対して一方の極性の電圧を印加している状
態から他方の極性の電圧を印加している状態に遷移する
ようにソース電圧印加部（１３０）を制御する極性反転
制御部（１４１）を備えている。これにより、フリッカ
の発生を防止しつつ、消費電力の増加を抑制することが
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を縦方向および横方向に配列してなる液晶表示パネルであって、フレーム画
像を順次切り替えて表示する液晶表示パネルおよび当該液晶表示パネルにおける各画素の
電極に対してある極性の電圧を印加する電圧印加部を備えた液晶表示装置において、
　上記液晶表示パネルに表示されるフレーム画像が複数回切り替わる間に、当該液晶表示
パネルにおける全ての画素の電極に対して一方の極性の電圧を印加している状態から、上
記全ての画素の電極に対して当該一方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧を印加
している状態に遷移させるように上記電圧印加部を制御する極性反転制御手段を備えてい
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　上記極性反転制御手段は、フレーム画像が切り替わる度に上記液晶表示パネルにおける
いずれかの走査線に配列した画素の電極に印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記
他方の極性に反転させるように、上記電圧印加部を制御することを特徴とする請求項１に
記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記他方の極性に反転させる電極を含む画素
が配列された走査線は、直近のフレーム画像を表示したときに印加する電圧の極性を上記
一方の極性から上記他方の極性に反転させた電極を含む画素が配列された走査線に隣接し
ていない走査線であることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　上記極性反転制御手段は、フレーム画像が切り替えられる度に上記液晶表示パネルにお
けるいずれかの画素の電極に印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記他方の極性に
反転させるように、上記電圧印加部を制御することを特徴とする請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項５】
　印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記他方の極性に反転させる電極を含む画素
は、直近のフレーム画像を表示したときに印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記
他方の極性に反転させた電極を含む画素に隣接していない画素であることを特徴とする請
求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　複数の画素を縦方向および横方向に配列してなる液晶表示パネルであって、フレーム画
像を順次切り替えて表示する液晶表示パネルおよび当該液晶表示パネルにおける各画素の
電極に対してある極性の電圧を印加する電圧印加部を備えた液晶表示装置における極性反
転方法において、
　上記液晶表示パネルに表示されるフレーム画像が複数回切り替わる間に、当該液晶表示
パネルにおける全ての画素の電極に対して一方の極性の電圧を印加している状態から、上
記全ての画素の電極に対して当該一方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧を印加
している状態に遷移させるように上記電圧印加部を制御する極性反転ステップを含むこと
を特徴とする極性反転方法。
【請求項７】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の液晶表示装置が備えているコンピュータを動作
させるプログラムであって、上記コンピュータを上記極性反転制御手段として機能させる
ためのプログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、アクティブマトリクス型の液晶表示パネルを備えた液晶表示装置に関する。
より具体的には、当該液晶表示装置における液晶表示パネルの各画素の電極に対して印加
する電圧の極性を反転させる極性反転処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリクス型の液晶表示パネルは、２枚のガラス基板の間に液晶を封入する
ことにより作製されている。一方のガラス基板上には、水平方向および垂直方向に配列し
た複数の画素電極と、それぞれの画素電極に印加する電圧のオンオフを切り替える複数の
スイッチング素子とが設けられている。スイッチング素子としては薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ）が用いられることが多い。
【０００３】
　もう一方のガラス基板上には、カラーフィルタおよび対向電極が設けられている。これ
ら２つのガラス基板は、画素電極が設けられている面と、対向電極が設けられている面と
が対向するように配置されている。一般的に、ガラス基板のうち、画素電極およびスイッ
チング素子の設けられている基板をＴＦＴ基板と称し、対向電極およびカラーフィルタの
設けられている基板を対向基板と称する。
【０００４】
　このようなアクティブマトリクス型の液晶パネルでは、直流電圧を印加し続けると焼き
つきが生じるため、交流電圧により駆動される。すなわち、対向電極に印加される電圧を
基準として、画素電極に対しては、一定時間ごとに正極性（＋極性）および負極性（－極
性）に変化する電圧が印加される。例えば、１フレーム期間ごとに画素電極に印加される
電圧の極性を反転させている。この技術は、フレーム反転方式と称される。
【０００５】
　しかし、フレーム反転技術では、正極性の電圧を印加したときの輝度と、負極性の電圧
を印加したときの輝度との輝度差に起因した画面のちらつき（フリッカ）が生じやすい。
そのため、フリッカの発生を抑制するための極性反転処理の手法として、表示フレーム期
間内において、隣接する走査線ごとに各画素に印加される電圧の極性を反転させるライン
反転方式、または、隣接する画素間で印加される極性を反転させるドット反転方式などが
開発されている。
【０００６】
　特許文献１には、フリッカが発生するか否かを検出し、フリッカが発生する場合とフリ
ッカが発生しない場合とで１ラインでの極性反転パターンとするか、２ラインでの極性反
転パターンとするかを切り替えることができる液晶表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２００１－１７４７８３号公報（平成１３年６
月２９日公開）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、ライン反転方式を用いて極性反転を行う場合、所定ラインごとに異なる極性の
電圧が印加された画素となるため、印加する電圧の極性による輝度値の違いに起因する横
縞が生じることがある。また、ラインごとに極性を反転させる必要があるため、フレーム
反転方式と比較して反転周波数が高くなり、液晶表示装置における消費電力が増加すると
いう問題を有している。なお、特許文献１に開示されている技術であっても、極性を反転
させるライン数が異なるものであるため、消費電力が増加することに変わりはない。
【０００９】
　また、ドット反転方式を用いて極性反転を行う場合には、１画素ごとに印加する電圧の
極性を反転させなければならないため、上述したライン反転方式よりもさらに反転周波数
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が高くなり、液晶表示装置における消費電力は、ライン反転方式の場合よりも増加してし
まうという問題を有している。
【００１０】
　このように、これまでの極性反転方式では、フリッカの発生を防止することができるも
のの、その効果を得るためには消費電力の増大を招来することになるという問題を有して
いる。
【００１１】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであり、その主たる目的は、フリッカの発
生を防止すると共に、消費電力の増加を抑制することができる液晶表示装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置は、上記課題を解決するために、複数の画素を縦方向および
横方向に配列してなる液晶表示パネルであって、フレーム画像を順次切り替えて表示する
液晶表示パネルおよび当該液晶表示パネルにおける各画素の電極に対してある極性の電圧
を印加する電圧印加部を備えた液晶表示装置において、上記液晶表示パネルに表示される
フレーム画像が複数回切り替わる間に、当該液晶表示パネルにおける全ての画素の電極に
対して一方の極性の電圧を印加している状態から、上記全ての画素の電極に対して当該一
方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧を印加している状態に遷移させるように上
記電圧印加部を制御する極性反転制御手段を備えていることを特徴としている。
【００１３】
　本発明に係る液晶表示装置は、液晶表示パネルにおける全ての画素の電極に対して一方
の極性の電圧を印加している状態から、一方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧
を印加している状態に遷移させるように電圧印加部を制御する極性反転制御手段を備えて
いる。極性反転制御手段では、液晶表示パネルにおける画素の電極に印加する電圧の極性
を反転させ始めてから、全て反転させるまでの期間にフレーム画像を複数回切り替えてい
る。すなわち、本発明に係る液晶表示装置では、画素の電極に印加する電圧の極性を全て
反転させるまでの期間が複数のフレーム画像を表示する期間にわたることになる。
【００１４】
　このように、本発明に係る液晶表示装置では、画素の電極に印加する電圧の極性を全て
反転させるまでの期間が複数のフレーム画像を表示する期間にわたることになるため、全
ての画素の電極に印加する電圧の極性を一方の極性から他方の極性に１フレームで反転さ
せる場合（すなわち、従来のフレーム反転方式）と比較して、フリッカの発生を抑制する
ことができる。
【００１５】
　また、本発明に係る液晶表示装置では、１フレームで全ての画素の電極に対して印加す
る電圧の極性を反転させる必要はないため、印加する電圧の極性を反転させるための期間
の他に、印加する電圧の極性を反転させない期間を設けることができる。印加する電圧の
極性を反転させない期間を設けた場合、本発明に係る液晶表示装置では、１フレームで全
ての画素の電極に対して印加する電圧の極性を反転させ続ける場合と比較して、極性反転
を実行している期間が実質的に短くなり、反転周波数を低くすることができる。これによ
って、本発明に係る液晶表示装置では、消費電力を抑制することができる。
【００１６】
　このように、本発明に係る液晶表示装置では、フリッカの発生を防止すると共に、消費
電力を抑制することができる効果を奏する。
【００１７】
　また、本発明に係る極性反転方法では、上記課題を解決するために、複数の画素を縦方
向および横方向に配列してなる液晶表示パネルであって、フレーム画像を順次切り替えて
表示する液晶表示パネルおよび当該液晶表示パネルにおける各画素の電極に対してある極
性の電圧を印加する電圧印加部を備えた液晶表示装置における極性反転方法において、上
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記液晶表示パネルに表示されるフレーム画像が複数回切り替わる間に、当該液晶表示パネ
ルにおける全ての画素の電極に対して一方の極性の電圧を印加している状態から、上記全
ての画素の電極に対して当該一方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧を印加して
いる状態に遷移させるように上記電圧印加部を制御する極性反転ステップを含むことを特
徴としている。
【００１８】
　上記の構成によれば、本発明に係る液晶表示装置と同様の作用効果を奏する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係る液晶表示装置は、液晶表示パネルにおける全ての画素の電極に対して一方
の極性の電圧を印加している状態から、一方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧
を印加している状態に遷移させるように電圧印加部を制御する極性反転制御手段を備えて
いる。
【００２０】
　これによって、本発明に係る液晶表示装置では、全ての画素の電極に印加する電圧の極
性を一方の極性から他方の極性に１フレームで反転させる場合と比較して、フリッカの発
生を抑制することができる。また、本発明に係る液晶表示装置では、１フレームで全ての
画素の電極に対して印加する電圧の極性を反転させ続ける場合と比較して、反転周波数を
低くすることもできるため、この場合には消費電力を抑制することができる。
【００２１】
　このように、本発明に係る液晶表示装置では、フリッカの発生を防止すると共に、消費
電力を抑制することができる効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】実施形態に係る液晶表示装置の要部構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態に係る液晶表示装置においてラインごとに印加する電圧の極性を反転さ
せる場合の極性反転処理を模式的に示す図である。
【図３】実施形態に係る液晶表示装置においてドットごとに印加する電圧の極性を反転さ
せる場合の極性反転処理を模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明に係る液晶表示装置の一実施形態について、図１～図３を参照しつつ以下に説明
する。
【００２４】
　（液晶表示装置１００の構成）
　まず、本実施形態に係る液晶表示装置の構成について、図１を参照しつつ以下に説明す
る。図１は、本実施形態に係る液晶表示装置１００の要部構成を示すブロック図である。
【００２５】
　図１に示すように、液晶表示装置１００は、液晶表示パネル１１０、コモン電圧印加部
１２０、ソース電圧印加部１３０、および制御部１４０を備えている。これらの各部材に
ついて以下により詳細に説明する。
【００２６】
　（液晶表示パネル１１０）
　液晶表示パネル１１０は、アクティブマトリクス型の液晶表示パネルである。液晶表示
パネル１１０は、アクティブ素子にＴＦＴを用いたＴＦＴ液晶パネルであり、２枚のガラ
ス基板（ＴＦＴ基板および対向基板）の間に液晶が封入されている。
【００２７】
　ＴＦＴは、薄膜半導体にゲート電極、ソース電極およびドレイン電極を構成した三端子
スイッチである。ゲート電極に電圧を印加すると、ソース電極からドレイン電極へ電流が
流れる。ソース電極からドレイン電極に電流が流れると、ドレイン電極から画素電極に電
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圧が印加され、対向するコモン電極との間で液晶素子に駆動電圧が加わる。ゲート電極へ
の電圧を０Ｖにすると、ＴＦＴはオフし、液晶素子と蓄積容量に加えられた電圧が保持さ
れる。
【００２８】
　（コモン電圧印加部１２０、ソース電圧印加部１３０）
　コモン電圧印加部１２０は、対向基板に設けられているコモン電極に対して電圧を印加
する。コモン電極は対向基板の全面に均一に設けられている透明電極である。また、ソー
ス電圧印加部１３０は、ＴＦＴ基板における画素のソース電極に電圧を印加する。
【００２９】
　ソース電圧印加部１３０は、制御部１４０からの極性反転信号を受けて、ソース電極に
印加する電圧の極性を反転させることができる。
【００３０】
　また、コモン電圧印加部１２０についても、コモン電極に流す電流が交流電流である場
合には、制御部１４０からの極性反転信号を受けて、コモン電極に印加する電圧の極性を
反転させることができる。
【００３１】
　（制御部１４０）
　制御部１４０は、画像表示装置１００における処理全般を処理する。制御部１４０は、
図１に示すように、極性反転制御部１４１および表示制御部１４２を備えている。これら
の部材について以下に説明する。
【００３２】
　（極性反転制御部１４１）
　極性反転制御部１４１は、表示制御部１４２からの指示を受けて、ソース電圧印加部１
３０がソース電極に対して印加する電圧の極性を反転するようにソース電圧印加部１３０
に対して指示する。
【００３３】
　より具体的には、極性反転制御部１４１は、ソース電圧印加部１３０に対して極性反転
信号を出力する。ここで、本実施形態では、ソース電圧印加部１３０は、極性反転信号が
「Ｈ」である場合には、正極性の電圧をソース電極に印加し、「Ｌ」である場合には、負
極性の電圧をソース電極に印加することとする。
【００３４】
　また、極性反転制御部１４１は、コモン電極に流す電流が交流電流である場合には、同
様に、コモン電圧印加部１２０がコモン電極に対して印加する電圧の極性を反転するよう
に指示する。
【００３５】
　（表示制御部１４２）
　表示制御部１４２は、外部から取得した映像コンテンツを構成するフレーム画像を所定
のタイミングで、所定の期間液晶表示パネル１１０に供給する。液晶表示パネル１１０は
、フレーム画像の供給を受けている間、そのフレーム画像を表示する。例えば、映像コン
テンツが６０ｆｐｓ（frames per second）である場合には、表示制御部１４２は、１つ
のフレーム画像を１／６０秒間液晶表示パネル１１０に供給し、液晶表示パネル１１０は
、１つのフレーム画像を１／６０秒間表示する。
【００３６】
　また、表示制御部１４２は、フレーム画像を供給する時間が所定の閾値を超えると、極
性反転制御部１４１に対して、液晶表示パネルのコモン電極またはソース電極に印加する
電圧の極性を反転するように指示する。
【００３７】
　換言すれば、表示制御部１４２は、連続して表示したフレームであって、極性反転を行
わずに表示したフレーム（すなわち、液晶表示パネル１１０の備える全画素の画素電極に
正極性または負極性の何れか一方のみを印加することによって表示したフレーム）の数が
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所定のフレーム数を越えた場合に、極性反転制御部１４１に対して、液晶表示パネルのコ
モン電極またはソース電極に印加する電圧の極性を反転するように指示する。なお、上記
所定のフレーム数の具体的な値は、消費電力およびフリッカの低減効果が最適となるよう
に定めることができる。
【００３８】
　（ラインごとに極性を反転させる場合）
　次に、液晶表示装置１００における極性反転の一例としてライン（走査線）ごとに極性
を反転させる場合の極性反転処理の詳細について、図２を参照しつつ以下に説明する。図
２は、液晶表示装置１００においてラインごとに極性を反転させる場合を模式的に示す図
である。なお、図２では、ソース電極に印加される電圧が正極性から負極性に反転する場
合を例に挙げて説明するが、もちろん逆もまた然りである。
【００３９】
　液晶表示パネルに対してフレーム画像を供給する時間が所定の閾値を超えると、表示制
御部１４２は、極性反転制御部１４１に対してソース電極およびコモン電極に対して印加
する電圧の極性を反転するように指示する。
【００４０】
　指示を受けた極性反転制御部１４１は、コモン電圧印加部１２０およびソース電圧印加
部１３０に対して極性反転信号を出力する。
【００４１】
　このとき、図２に示すように、ソース電極およびコモン電極に対して印加する電圧の極
性の反転は、複数のフレーム画像が表示される期間にわたって実行される。例えば、液晶
表示パネル１１０が１００ラインからなるパネルであり、１ラインずつ印加する電圧の極
性を反転させる場合には、１００フレームをかけて印加する電圧の極性を反転させること
になる。
【００４２】
　より一般には、液晶表示パネル１１０がＮlラインからなるパネルであり、各ライン上
に配置された画素の画素電極に印加する電圧の極性を、Ｍlラインずつ反転させる場合に
は、液晶表示パネル１１０の備える全画素の画素電極に印加する電圧の極性を、Ｎl／Ｍl
フレームをかけて反転させることになる。
【００４３】
　ここで、印加する電圧の極性反転処理の一例について、図２を参照してより詳細に説明
する。極性反転処理を開始してから１フレーム目では、２ライン目の画素のソース電極に
印加する電圧の極性を反転させている。このとき、極性反転制御部１４１は、２ライン目
の画素のソース電極に対して電圧を印加するときに、ソース電圧印加部１３０に対して出
力する極性反転信号を「Ｌ」とする。これにより、ソース電圧印加部１３０では、２ライ
ン目の画素のソース電極に対して印加する電圧の極性を負極性とする。
【００４４】
　極性反転制御部１４１は、３ライン目以降の画素のソース電極に対して電圧を印加する
ときには、ソース電圧印加部１３０に対して出力する極性反転信号を「Ｈ」とする。これ
により、ソース電圧印加部１３０では、３ライン目以降の画素のソース電極に対して印加
する電圧の極性を正極性とする。
【００４５】
　そして、次のフレーム画像が表示されるとき、極性反転制御部１４１は、２ライン目に
加えて、５ライン目の画素のソース電極に対して電圧を印加するときにもソース電圧印加
部１３０に対して出力する極性反転信号を「Ｌ」とする。これにより、ソース電圧印加部
１３０では、２ライン目の画素のソース電極に印加する電圧の極性に加えて、５ライン目
の画素のソース電極に対して印加する電圧の極性を負極性とする。
【００４６】
　これと同様の処理を繰り返すことにより、ソース電圧印加部１３０は、最終的には、全
てのラインの画素のソース電極に対して負極性の電圧を印加することになる。このとき、
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極性反転制御部１４１は、ソース電圧印加部１３０に対して、出力する極性反転信号を常
に「Ｌ」とすることになる。
【００４７】
　なお、ソース電極に印加される電圧の振幅を半減するために、ソース電極に対する電圧
の反転と同期してコモン電圧印加部１２０では、コモン電極に印加する電圧の極性を反転
させるようにすることが好ましい。すなわち、極性反転制御部１４１から出力される極性
反転信号の立ち上がり、および、立ち下りに応じて、コモン電圧印加部１２０は、コモン
電極に印加する電圧の極性を反転する。
【００４８】
　また、印加する電圧の極性をラインごとに反転させる場合、あるフレーム画像を表示し
ているときに印加する電圧の極性を反転させるラインは、直近のフレーム画像が表示され
ているときに印加する電圧の極性を反転させたラインに隣接しないラインとすることが好
ましい。これによって、印加する電圧の極性を反転させたラインが連続することにより、
液晶表示パネル１１０に表示される画像に縞模様が生じることを避けることができる。
【００４９】
　（ドットごとに極性を反転させる場合）
　続いて、液晶表示装置１００における極性反転の一例としてドット（画素）ごとに極性
を反転させる場合の極性反転処理の詳細について、図３を参照しつつ以下に説明する。図
３は、液晶表示装置１００においてドットごとに極性を反転させる場合を模式的に示す図
である。なお、図３では、図２と同様に、ソース電極に印加される電圧が正極性から負極
性に反転する場合を例に挙げて説明するが、もちろん逆もまた然りである。
【００５０】
　液晶表示パネルに対してフレーム画像を供給する時間が所定の閾値を超えると、表示制
御部１４２は、極性反転制御部１４１に対してソース電極に対して印加する電圧の極性を
反転するように指示する。そして、指示を受けた極性反転制御部１４１は、ソース電圧印
加部１３０に対して極性反転信号を出力する。ここで、ドットごとに印加する電圧の極性
を反転させる場合は、コモン電極に印加する電圧は直流電圧であるため、コモン電極に印
加する電圧の極性は反転しない。
【００５１】
　図３に示すように、ドットごとに極性を反転させる場合であっても、ソース電極に対し
て印加する電圧の極性の反転は、複数のフレーム画像が表示される期間にわたって実行さ
れる。例えば、液晶表示パネル１１０が１００画素（ドット）からなるパネルであり、１
フレームあたり２ドットずつ極性を反転させる場合には、５０フレームをかけて極性を反
転させることになる。
【００５２】
　より一般には、液晶表示パネル１１０がＮd画素からなるパネルであり、各画素の画素
電極に印加する電圧の極性を、Ｍd画素ずつ反転させる場合には、液晶表示パネル１１０
の備える全画素の画素電極に印加する電圧の極性を、Ｎd／Ｍdフレームをかけて反転させ
ることになる。
【００５３】
　ここで、印加する電圧の極性反転処理の一例について、図３を参照してより詳細に説明
する。印加する電圧の極性反転処理を開始してから１フレーム目では、２ライン目の左端
の画素のソース電極に印加する電圧の極性および６ライン目の右端の画素のソース電極に
印加する電圧の極性を反転させている。このとき、極性反転制御部１４１は、２ライン目
の左端の画素および６ライン目の右端の画素のソース電極に対して電圧を印加するときに
、ソース電圧印加部１３０に対して出力する極性反転信号を「Ｌ」とする。これにより、
ソース電圧印加部１３０では、２ライン目の左端の画素および６ライン目の右端の画素の
ソース電極に対して印加する電圧の極性を負極性とする。
【００５４】
　極性反転制御部１４１は、２ライン目の左端の画素および６ライン目の右端の画素のソ
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ース電極以外のソース電極に対して電圧を印加するときには、ソース電圧印加部１３０に
対して出力する極性反転信号を「Ｈ」とする。これにより、ソース電圧印加部１３０では
、２ライン目の左端の画素および６ライン目の右端の画素のソース電極以外のソース電極
に対して印加する電圧の極性を正極性とする。
【００５５】
　そして、次のフレーム画像が表示されるとき、極性反転制御部１４１は、先に印加する
電圧の極性を反転させたソース電極を備える画素（２ライン目の左端の画素および６ライ
ン目の右端の画素）に加えて、１ライン目の右端の画素および５ライン目の左から２つ目
の画素のソース電極に対して電圧を印加するときにもソース電圧印加部１３０に対して出
力する極性反転信号を「Ｌ」とする。これにより、ソース電圧印加部１３０では、先に印
加する電圧の極性を反転させたソース電極を備えた画素に加えて、１ライン目の右端の画
素および５ライン目の左から２つ目の画素のソース電極に対して印加する電圧の極性を負
極性とする。
【００５６】
　これと同様の処理を繰り返すことにより、ソース電圧印加部１３０は、最終的には、全
ての画素のソース電極に対して負極性の電圧を印加することになる。このとき、極性反転
制御部１４１は、ソース電圧印加部１３０に対して、出力する極性反転信号を常に「Ｌ」
とすることになる。
【００５７】
　また、印加する電圧の極性をドットごとに反転させる場合、あるフレーム画像が表示さ
れているときに印加する電圧の極性を反転させるソース電極を備えた画素は、直近のフレ
ーム画像が表示されているときに印加する電圧の極性を反転させたソース電極を備えた画
素に隣接しない画素とすることが好ましい。これによって、印加する電圧の極性を反転さ
せたソース電極を備えた画素が連続することにより、液晶表示パネル１１０に表示される
画像にフリッカが生じることを避けることができる。
【００５８】
　なお、一度に極性を反転させるドットの数は、１画素ずつであってもよいし、近接する
複数の画素からなる画素群ごとであってもよい。
【００５９】
　また、上記のように、近接しない複数の画素からなる画素群ごとに極性を反転させる構
成としてもよい。
【００６０】
　（液晶表示装置１００の利点）
　以上説明したように、液晶表示装置１００における極性反転制御部１４１では、液晶表
示パネル１１０における画素の電極に印加する電圧の極性を反転させ始めてから、全て反
転させるまでの期間にフレーム画像を複数回切り替える。そのため、液晶表示装置１００
では、画素の電極に印加する電圧の極性を全て反転させるまでの期間が複数のフレーム画
像を表示する期間にわたることになる。これは、極性反転している間のフレーム画像にお
いて、正極性と負極性とはつりあわず、極性反転している期間全体において正極性と負極
正とがつりあうように極性反転していると換言することもできる。
【００６１】
　このように、液晶表示装置１００では、１フレームで全ての画素の電極に対して印加す
る電圧の極性を反転させる場合と比較して、フリッカの発生を抑制することができる。
【００６２】
　また、液晶表示装置１００では、１フレームで全ての画素の電極に対して印加する電圧
の極性を反転させる必要はないため、印加する電圧の極性を反転させるための期間（極性
反転期間）の他に、印加する電圧の極性を反転させない期間を設けることができる。印加
する電圧の極性を反転させない期間を設けた場合（すなわち、所定のフレーム数、正極性
または負極性の電圧の印加し続ける期間を設けた場合）、液晶表示装置１００では、１フ
レームで全ての画素の電極に対して印加する電圧の極性を反転させ続ける場合と比較して
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、極性反転を実行する期間が実質的に短くなるため、反転周波数を低くすることができる
。これによって、液晶表示装置１００では、消費電力を抑制することができる。
【００６３】
　このように、液晶表示装置１００では、フリッカの発生を防止すると共に、消費電力の
増加を抑制することができる。
【００６４】
　（付記事項）
　本実施形態では、印加する電圧の極性を反転させた画素が、フレーム画像が切り替わる
度に増加する場合を例に挙げて説明しているが、もちろんこれに限定されるものではない
。フレーム画像が切り替わったときに印加する電圧の極性を反転させない場合があっても
よい。例えば、印加する電圧の極性を反転させた画素をｎフレーム毎（ｎ≧２）に増加さ
せるようにしてもよい。
【００６５】
　（プログラムおよび記録媒体）
　液晶表示装置１００に含まれている制御部１４０は、ハードウェアロジックによって構
成すればよい。または、次のように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を用いてソフ
トウェアによって実現してもよい。
【００６６】
　すなわち、制御部１４０は、各機能を実現するプログラムの命令を実行するＭＰＵなど
のＣＰＵ、このプログラムを格納したＲＯＭ（Read Only Memory）、上記プログラムを実
行可能な形式に展開するＲＡＭ（Random Access Memory）、および、上記プログラムおよ
び各種データを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）を備えている。
【００６７】
　そして、本発明の目的は、制御部１４０のプログラムメモリに固定的に担持されている
場合に限らず、上記プログラムのプログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプ
ログラム、または、ソースプログラム）を記録した記録媒体を液晶表示装置１００に供給
し、液晶表示装置１００が上記記録媒体に記録されている上記プログラムコードを読み出
して実行することによっても、達成可能である。
【００６８】
　上記記録媒体は、特定の構造または種類のものに限定されない。すなわちこの記録媒体
は、たとえば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピー（登録商標）ディ
スク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ
等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む）／光カード等のカ
ード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッシュＲＯＭ等の半導
体メモリ系などとすることができる。
【００６９】
　また、制御部１４０（または液晶表示装置１００）を通信ネットワークと接続可能に構
成しても、本発明の目的を達成できる。この場合、上記のプログラムコードを、通信ネッ
トワークを介して制御部１４０に供給する。この通信ネットワークは制御部１４０にプロ
グラムコードを供給できるものであればよく、特定の種類または形態に限定されない。た
とえばインターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ、ＶＡＮ
、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（Virtual Private Network）、電話回線網、移動体通信
網、衛星通信網等であればよい。
【００７０】
　この通信ネットワークを構成する伝送媒体も、プログラムコードを伝送可能な任意の媒
体であればよく、特定の構成または種類のものに限定されない。たとえばＩＥＥＥ１３９
４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ（Asymmetric Digital S
ubscriber Line）回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、地上波デジタ
ル網等の無線でも利用可能である。なお本発明は、上記プログラムコードが電子的な伝送
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で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形態でも実現され得る
。
【００７１】
　（まとめ）
　以上のように、本発明に係る液晶表示装置は、複数の画素を縦方向および横方向に配列
してなる液晶表示パネルであって、フレーム画像を順次切り替えて表示する液晶表示パネ
ルおよび当該液晶表示パネルにおける各画素の電極に対してある極性の電圧を印加する電
圧印加部を備えた液晶表示装置において、上記液晶表示パネルに表示されるフレーム画像
が複数回切り替わる間に、当該液晶表示パネルにおける全ての画素の電極に対して一方の
極性の電圧を印加している状態から、上記全ての画素の電極に対して当該一方の極性と反
対の極性である他方の極性の電圧を印加している状態に遷移させるように上記電圧印加部
を制御する極性反転制御手段を備えていることを特徴としている。
【００７２】
　本発明に係る液晶表示装置は、液晶表示パネルにおける全ての画素の電極に対して一方
の極性の電圧を印加している状態から、一方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧
を印加している状態に遷移させるように電圧印加部を制御する極性反転制御手段を備えて
いる。極性反転制御手段では、液晶表示パネルにおける画素の電極に印加する電圧の極性
を反転させ始めてから、全て反転させるまでの期間にフレーム画像を複数回切り替えてい
る。すなわち、本発明に係る液晶表示装置では、画素の電極に印加する電圧の極性を全て
反転させるまでの期間が複数のフレーム画像を表示する期間にわたることになる。
【００７３】
　このように、本発明に係る液晶表示装置では、画素の電極に印加する電圧の極性を全て
反転させるまでの期間が複数のフレーム画像を表示する期間にわたることになるため、全
ての画素の電極に印加する電圧の極性を一方の極性から他方の極性に１フレームで反転さ
せる場合（すなわち、従来のフレーム反転方式）と比較して、フリッカの発生を抑制する
ことができる。
【００７４】
　また、本発明に係る液晶表示装置では、１フレームで全ての画素の電極に対して印加す
る電圧の極性を反転させる必要はないため、印加する電圧の極性を反転させるための期間
の他に、印加する電圧の極性を反転させない期間を設けることができる。印加する電圧の
極性を反転させない期間を設けた場合、本発明に係る液晶表示装置では、１フレームで全
ての画素の電極に対して印加する電圧の極性を反転させ続ける場合と比較して、極性反転
を実行している期間が実質的に短くなり、反転周波数を低くすることができる。これによ
って、本発明に係る液晶表示装置では、消費電力を抑制することができる。
【００７５】
　このように、本発明に係る液晶表示装置では、フリッカの発生を防止すると共に、消費
電力を抑制することができる効果を奏する。
【００７６】
　本発明に係る液晶表示装置では、さらに、上記極性反転制御手段は、フレーム画像が切
り替わる度に上記液晶表示パネルにおけるいずれかの走査線に配列した画素の電極に印加
する電圧の極性を上記一方の極性から上記他方の極性に反転させるように、上記電圧印加
部を制御することが好ましい。
【００７７】
　上記の構成によれば、極性反転制御手段は、フレーム画像が切り替えられるたびに、液
晶表示パネルにおいて同一の走査線に配列されている画素の電極に印加する電圧の極性を
、一方の極性から他方の極性に反転させる。これによって、本発明に係る液晶表示装置で
は、フリッカの発生を効果的に防止することができる効果を奏する。
【００７８】
　本発明に係る液晶表示装置では、さらに、印加する電圧の極性を上記一方の極性から上
記他方の極性に反転させる電極を含む画素が配列された走査線は、直近のフレーム画像を
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表示したときに印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記他方の極性に反転させた電
極を含む画素が配列された走査線に隣接していない走査線であることが好ましい。
【００７９】
　上記の構成によれば、極性反転制御手段は、印加する電圧の極性を一方の極性から他方
の極性に反転させる電極を含む画素の配列している走査線は、直近のフレーム画像を表示
したときに極性を反転させた走査線に隣接していないものとする。
【００８０】
　これによって、本発明に係る液晶表示装置では、印加する電圧の極性が他方の極性とな
った電極を含む画素の配列した走査線が連続することにより、液晶表示パネル上に縞模様
が生じることを避けることができる効果を奏する。
【００８１】
　本発明に係る液晶表示装置では、さらに、上記極性反転制御手段は、フレーム画像が切
り替えられる度に上記液晶表示パネルにおけるいずれかの画素の電極に印加する電圧の極
性を上記一方の極性から上記他方の極性に反転させるように、上記電圧印加部を制御する
ことが好ましい。
【００８２】
　上記の構成によれば、極性反転制御手段は、フレーム画像が切り替えられる度に、液晶
表示パネルにおける複数の画素のうち、いずれかの画素の電極に印加する電圧の極性を一
方の極性から他方の極性に反転させる。これによって、本発明に係る液晶表示装置では、
フリッカの発生をより一層防止することができる効果を奏する。
【００８３】
　本発明に係る液晶表示装置では、さらに、印加する電圧の極性を上記一方の極性から上
記他方の極性に反転させる電極を含む画素は、直近のフレーム画像を表示したときに印加
する電圧の極性を上記一方の極性から上記他方の極性に反転させた電極を含む画素に隣接
していない画素であることが好ましい。
【００８４】
　上記の構成によれば、極性反転制御手段は、印加する電圧の極性を一方の極性から他方
の極性に反転させる電極を含む画素は、直近のフレーム画像を表示したときに極性を反転
させた画素に隣接していないものとする。
【００８５】
　これによって、本発明に係る液晶表示装置では、印加する電圧の極性が他方の極性とな
った電極を含む画素が集中することにより、液晶表示パネル上にフリッカが生じることを
避けることができる効果を奏する。
【００８６】
　また、本発明に係る極性反転方法では、上記課題を解決するために、複数の画素を縦方
向および横方向に配列してなる液晶表示パネルであって、フレーム画像を順次切り替えて
表示する液晶表示パネルおよび当該液晶表示パネルにおける各画素の電極に対してある極
性の電圧を印加する電圧印加部を備えた液晶表示装置における極性反転方法において、上
記液晶表示パネルに表示されるフレーム画像が複数回切り替わる間に、当該液晶表示パネ
ルにおける全ての画素の電極に対して一方の極性の電圧を印加している状態から、上記全
ての画素の電極に対して当該一方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧を印加して
いる状態に遷移させるように上記電圧印加部を制御する極性反転ステップを含むことを特
徴としている。
【００８７】
　上記の構成によれば、本発明に係る液晶表示装置と同様の作用効果を奏する。
【００８８】
　また、本発明に係る液晶表示装置を動作させるためのプログラムであって、コンピュー
タを極性反転制御手段として機能させることを特徴とするプログラム、および、そのプロ
グラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も本発明の範疇に含まれる。
【００８９】
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　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能であり、実施形態に開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態
についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００９０】
　本発明に係る液晶表示装置は、アクティブマトリクス型の液晶表示パネルを備えた液晶
テレビとして好適に用いることができる。
【符号の説明】
【００９１】
　１００　　　　液晶表示装置
　１１０　　　　液晶表示パネル
　１２０　　　　コモン電圧印加部
　１３０　　　　ソース電圧印加部（電圧印加部）
　１４０　　　　制御部
　１４１　　　　極性反転制御部（極性反転制御手段）
　１４２　　　　表示制御部

【図１】 【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を縦方向および横方向に配列してなる液晶表示パネルであって、フレーム画
像を順次切り替えて表示する液晶表示パネルおよび当該液晶表示パネルにおける各画素の
電極に対してある極性の電圧を印加する電圧印加部を備えた液晶表示装置において、
　上記液晶表示パネルに表示されるフレーム画像が複数回切り替わる間に、当該液晶表示
パネルにおける全ての画素の電極に対して一方の極性の電圧を印加している状態から、上
記全ての画素の電極に対して当該一方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧を印加
している状態に遷移させるように上記電圧印加部を制御する極性反転制御手段を備えてお
り、
　上記極性反転制御手段は、フレーム画像が切り替わる度に上記液晶表示パネルにおける
いずれかの走査線に配列した画素の電極に印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記
他方の極性に反転させるように、上記電圧印加部を制御するものであり、
　印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記他方の極性に反転させる電極を含む画素
が配列された走査線は、直近のフレーム画像を表示したときに印加する電圧の極性を上記
一方の極性から上記他方の極性に反転させた電極を含む画素が配列された走査線に隣接し
ていない走査線であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
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　複数の画素を縦方向および横方向に配列してなる液晶表示パネルであって、フレーム画
像を順次切り替えて表示する液晶表示パネルおよび当該液晶表示パネルにおける各画素の
電極に対してある極性の電圧を印加する電圧印加部を備えた液晶表示装置において、
　上記液晶表示パネルに表示されるフレーム画像が複数回切り替わる間に、当該液晶表示
パネルにおける全ての画素の電極に対して一方の極性の電圧を印加している状態から、上
記全ての画素の電極に対して当該一方の極性と反対の極性である他方の極性の電圧を印加
している状態に遷移させるように上記電圧印加部を制御する極性反転制御手段を備えてお
り、
　上記極性反転制御手段は、フレーム画像が切り替えられる度に上記液晶表示パネルにお
けるいずれかの画素の電極に印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記他方の極性に
反転させるように、上記電圧印加部を制御するものであり、
　印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記他方の極性に反転させる電極を含む画素
は、直近のフレーム画像を表示したときに印加する電圧の極性を上記一方の極性から上記
他方の極性に反転させた電極を含む画素に隣接していない画素であることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置が備えているコンピュータを動作させるプログ
ラムであって、上記コンピュータを上記極性反転制御手段として機能させるためのプログ
ラム。
【請求項４】
　請求項３に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
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